
体育のICTを利活用したポートフォリオって
どうやるんだろう… その悩みを解決します！

江戸川区立新田小学校×体育ICT研究会
令和2年２月
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こんな成果がありました！
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①子供がどのように体育を学んでいるかわかりますか？
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メディアポートフォリオは、評価プロセスに保
護者を巻き込み、子供の学びを支援する学校と家
庭を一体とした評価法といえます。すなわち、保
護者へのアカウンタビリティを保証すると同時に、
保護者も学習の支援者として教師と子供と協働し、
学校教育へ参加をさせていくということです。
これらは動画による「視覚情報」や子供とのコ

ミュニケーションによる「社会的な相互作用」が
生み出したものです。それは、メディアポート
フォリオというICT機器を利活用した評価法の、誘
発的に保護者を評価行為に参加させる特徴が影響
したのです。

＜保護者の感想＞

子供に教えてもらいな
がら一緒に見ました。
おのずと競技の説明や
目的、個人的に難し
かったこと、大変に
思ったこと等も会話が
でき、体育の授業の様
子を伺うことができま
した。動画がなければ
体育の会話自体がな
かったと思うのでアド
バイスができ，良い機
会になりました。

＜保護者の感想＞

苦手な水泳や鉄棒では
どうしたら上手にでき
るかを友達からアドバ
イスをもらい、実践す
る事でできるように
なった事が多く、ただ
身体を動かすだけでは
なく、コミュニケー
ションやチームワーク
も学んでいると思いま
した。
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②子供と体育について話をしたことがありますか？
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「メディアポートフォリオ」を共有する前と後で、
保護者に同様のアンケートを実施しました（ｎ＝９１）。

①のアンケートでは、メディアポートフォリオを共
有する前は「わかる」「よくわかる」が４０％でした。
しかし、共有後は９３％に上がりました。また、②の
アンケートではポートフォリオを共有することで、子
供と保護者が体育での学びの様子を話し合うようにな
りました。
このようにメディアポートフォリオは子供の学びの

様子を分かりやすく伝えることに適しているばかりで
なく、子供と保護者をつなぎ、新しいコミュニケー
ションが創出するきっかけも作りました。

このリーフレットは公益財団法人パナソニック教育財団
「2019年度（第45回）実践研究助成」を受けて作成したものです。

「メディアポートフォリオ」とは？
東京学芸大学の鈴木直樹准教授が提唱している、体育

におけるポートフォリオ評価のことです。授業中に学習
者が発揮したパフォーマンスを動画で撮り溜め、「社会
的な相互作用」を大切にした視覚的、聴覚的な評価情報
の複数データをポートフォリオし、その評価情報を家庭
と共有し、学校教育に生かしていく教育性の高い評価法
のことです。
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これから行う活動を一斉
に提示したり、前時の活動
をグループや個人ごとに確
認します。
グループごとに前時の活

動を見ることで、振り返り
の視点が明確になります。
その結果、「いまーここ」
の課題が立ち上がります。

私たちの前時は〇〇
だったね。だから、
今日は〇〇なように
プレーしようよ！

例えば、ボールゲーム
では、撮影する場所を工
夫して、「チームに貢
献」している場面を撮り
ます。
撮影した場面を振り返

りですぐに見合いながら、
「あのとき」の場面を共
有して、問題を解決する
糸口を見つけます。

ボールを持っていな
いときに、ボールよ
り前に広がってプ
レーしようよ！

活動を撮影して、その
活動を評価します。俯瞰
的に自分の動きを見るこ
とで、普段は気付かない
ことに気付きます。
その評価活動が、次時

の活動につながり、学習
成果を蓄積する視点を育
むことにつながります。

この動きはよかった
ね。次回は〇〇がで
きるように〇〇をし

ようよ！

体育授業で撮りためた運
動パフォーマンスを動画や
静止画、学習の振り返りの
音声記録、ホワイトボード
に書き込んだ作戦の記録な
どがタブレットに蓄積され
ました。
それらのデータの中から

子供が自己評価・相互評価
して、親機サーバーにアッ
プロードして毎時間蓄積し
ていきました。

ポートフォリオ検討会
単元途中や単元末や学期

末には、蓄積されたデータ
を用いて学習を振り返る時
間を設定しました。まず、
子供たちがアップロードし
たデータをもとに、評価基
準を明確にしていくように
しました。
子供たちは、その評価基

準に基づき、記録された学
習成果を評価し、データを
選択しながら、自らの学び
の成果を価値付けて他者に
自らの学習の履歴を表現す
るポートフォリオを作成し
ました。

単元ごとに運動パフォーマ
ンスなどのデータが蓄積され
ることで、自分が何ができて
何ができないかを知ることに
つながります。

自らの学習履歴を表現
するポートフォリオを、
一連の動画として編集し、
持ち帰り用のタブレット
にデータを移します。そ
して、それを自宅に持ち
帰らせました。これらの
ICTを活用したポート
フォリオと単元ごとの振
り返り日記を合わせて
「メディアポートフォリ
オ」としました。
家庭内で保護者と共に評
価を行う時間を設けまし
た。

自分の成長を実感

長期的に学びの軌跡を撮
りためたメディアポート
フォリオは「過去」の自分
と「いま」の自分の学びを
もつなげます。
5年生のマット運動と6

年生のマット運動では運動
パフォーマンスの向上は基
より、どのような思考をし
て運動に取り組んだかとい
う違いまで子供が実感する
ことができます。その学び
の過程をパワーポイントで
まとめて表現することで、
更に成長を実感することが
できます。

第1時と第6時のマッ
ト運動の組み合わせ
技をアップロードし
よう！

このプレーはチーム
に貢献している！ぼ
くのポートフォリオ
にいれよう！

昨年度のリレーでは
〇〇だった！今年は
ここを課題としよう

この運動では、〇〇
をがんばったんだ
よ！友達からアドバ
イスももらったよ！

5年生の水泳運動よりも6
年生の水泳運動の方がス
ムーズに泳げるようにな
りました。友達へのアド
バイスも具体的になり、
学び方も上達しているこ
とを実感しました！


